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授
一

Ｈ
月
２７
日
の
投
票
と
な

っ

た
大
阪

の
Ｗ
選
挙
で
は
、

「大
阪
維
新
の
会
」
代
表
の

橋
下
徹
氏
が
大
阪
市
長
に
、

同
会
幹
事
長
の
松
井

一
郎
氏

が
大
阪
府
知
事
に
そ
れ
ぞ
れ

当
選
し
た
。

橋
下
氏
は
選
挙
戦
で
、
い

ま
求
め
ら
れ
る
政
治
手
法
と

し
て

「独
裁
」
を
語
り
、
大

阪
都
構
想
、
教
育
基
本
条
例

案
、
職
員
基
本
条
例
案

の
３
点
セ

ッ
ト
を
掲
げ

た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず

れ
も

一
部
の
府
市
民
の

間
に
強
い
不
安
を
呼
び

襲

起

こ
す
も

の
に
な

っ

た
。し

か
し
、
市
長
選
で

橋
下
氏
７５
万
、
平
松
氏

輩　
５２
万
、
府
知
事
選
で
松

一一
井
氏
２
０
１
万
、
倉
田

∵一
氏
１
２
０
万
、
梅
田
氏

３６
万
と
い
う
得
票
が
、

主
権
者
た
る
府
市
民
全

「大
阪
再
生
」
が
問
わ
れ
る
Ｗ
選
挙
結
果

体
の
判
断
と
な

つ
た
。

特
に
重
視
す
べ
き
は
、
若

い
世
代
ほ
ど
橋
下
氏

へ
の
支

持
率
が
高
か

っ
た
事
実
で
あ

る
。
毎
日
放
送
の
出
口
調
査

に
よ
れ
ば
、
投
票
者
に
占
め

る
橋
下
氏
支
持
の
割
合
は
、

７０
代
５２

ｏ
ｌ
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、

６０
代
６‐

．

１
％
、

５０
代
６０

．
５
％
、

４０

代
６５

・
８
％
、

３０
代
７２

ｏ
０

％
、

２０
代
７４

ｏ
４
％
で
あ

っ

た
。さ

ら
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
橋
下
氏

に
投
票
し
た
人
に

「投
票
で

重
視
し
た
も
の
」
を
尋
ね
る

と
、
回
答
は

「大
阪
再
生
」
が

群
を
抜
く
５９
％
と
な
り
、
以

下
、
行
財
政
改
革
、
大
都
市
制

度
、
医
療
福
祉
、
教
育
問
題
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
順
と
な

っ
た
。
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こ
れ
ら

の
動
向

の
背
景

に
、
全
国
ｌ
ｏ２
位
を
争
う
大

阪
府
の
高
い
失
業
率
と
、
若

い
世
代
に
よ
り
重
く
の
し
か

か
る
深
刻
な
「閉
塞
感
」
が
あ

る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
経
済
界
の

強
い
支
持
を
受
け
な
が
ら
、

自
ら
を
既
存
の
権
益
に
無
縁

な
市
民
の
代
表
で
あ
る
か
に

見
せ
た
橋
下
氏
の
選
挙
戦
略

は
、
大
き
な
効
果
を
上
げ
た

と
い
っ
て
よ
い
。

選
挙
中
、
橋
下
氏
に
よ
る

教
員
、
公
務
員
へ
の
攻
撃
が

喝
采
を
浴
び
る
場
面
さ
え
あ

っ
た
の
は
、
そ
れ
が

「大
阪

再
生
」
を
妨
害
す
る
者
と
の

た
た
か
い
と
描
か
れ
た
上
で

の
こ
と
だ

っ
た
。
ネ
ッ
ト
上

で
平
松
氏
の
支
持
者
に

「お

前
の
よ
う
な

『
持
て
る
者
』

に
貧
困
な
若
者
の
気
持
ち
が

わ
か

っ
て
た
ま
る
か
」
と
、

橋
下
氏
を

「持
た
ざ
る
者
」

の
味
方
と
と
ら
え
る
批
判
が

集
中
し
た
の
も
、
同
様
で
あ

る
。
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鬱

こ
う
し
た
状
況
を
考
慮
す

れ
ば
、
〈
フ
後
の
た
た
か
い
に
、

「独
裁
」
と
い
う
政
治
手
法

へ
の
批
判
に
加
え
、

「大
阪

再
生
」
の
中
身
を
め
ぐ
る
議

論
の

一
層
の
重
視
が
必
要
な

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

投
票
翌
日
に
放
映
さ
れ
た

あ
る
番
組
で

「大
阪
都
の
実

現
が
ど
う
し
て
大
阪
再
生
に

つ
な
が
る
の
か
」
と
い
う
批

判
的
な
質

問
が
行
わ
れ
た

が
、
間
わ
れ
た
松
井
氏
の
回

答
は
、
外
資
も
含
め
大
企
業

に
と

っ
て
投
資
価
値
の
高
い

大
阪
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と

に
尽
き
て
い
た
。

「大
企
業
が
潤
え
ば
、
い

ず
れ
大
阪
都
民
も
潤
う
」
。

こ
れ
は

「持
て
る
者
／
持
た

ざ
る
者
」
の
二
極
化
を
推
進

し
た

「構
造
改
革
」
路
線
そ

の
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
大
阪
都
か
ら
関

西
州

へ
と
い
う
構
想
は
、
そ

も
そ
も
関
西
財
界
お
よ
び
日

本
経
団
連
の
政
策
で
あ
る
。

集
約
さ
れ
た
巨
大
な
道
州
予

算
を
、
各
地
の
大
企
業
に
集

中
的
に
投
下
す
る
。
こ
の
道

州
制

へ
の
要
望
を
、
橋
下
氏

は
知
事
に
就
任
し
た
０８
年
の

「地
方
分
権
改
革
ビ
ジ

ョ
ン

（素
案
）
」
で
、
す
で
に
ま

っ
た
く
丸
の
み
し
て
い
た
。

さ
ら
に
橋
下
氏
は
０９
年
１

月
設
立
の
地
域
主
権
型
道
州

制
国
民
協
議
会
の
賛
同
者
に

名
前
を
連
ね
、

１０
年
１０
月
の

同
会
関

西
州
本
部
設
置
に

は
、
Ｈ
年
４
月
の
地
方
選
に

向
け
１０
年
４
月
に
結
成
し
た

「維
新
の
会
」
の
議
員
や
候

補
者
た
ち
を
集
結
さ
せ
た
。

つ
ま
り

「維
新
の
会
」
の

誕
生
は
、
民
主

・
自
民
二
大

政
党
の
行
き
詰
ま
り

の
中

で
、
道
州
制
推
進
の
新
た
な

政
治
主
体
を
つ
く
る
動
き
と

一
体
だ

っ
た
。

「経
済
人

・
維
新
の
会
」

会
長
の
更
家
悠
介
氏
と
顧
間

の
平
岡
龍
人
氏
は
い
ず
れ
も

関
西
経
済
同
友
会
の
常
任
幹

事
で
あ
る
。

「独
裁
」
的
な
政
治
手
法

に
対
す
る
評
価
は
財
界
内
部

で
も
多
様
で
あ
り
う
る
が
、

経
済
政
策
で
の
両
者
の
蜜
月

は
明
ら
か
で
あ
り
、

「持
た

ざ
る
若
者
の
代
表
」
を
演
じ

た
橋
下
氏
等
が

「最
も
持
て

る

一
握
り
の
経
済
権
力
者
」

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の

暴
露
は
、
今
後
の
た
た
か
い

，
を
前
進
さ
せ
る

一
つ
の
重
要

な
要
素
と
な
ろ
う
。

「持たぎる者Jをあざむく
橋下r維新の金』に反撃を


